
































































































































































































Ｃ　登戸研究所第三科関係者寮跡（現・多摩区枡形 6丁目 19 ～ 20 番地）




































































1939（昭和 14）年 7月 玉川向工場研究課が研究所となる。
1940（昭和 15）年 生田に研究所分所設置が決まる。
1941（昭和 16）年 6月 日本電気株式会社研究所生田分所開設。
7月 玉川向研究所から超短波，その他無線関係の研究陣が生田に移る。
1943（昭和 18）年 2月 日本電気が住友系列の直系会社になったことを機に社名変更。
住友通信工業株式会社研究所生田分所となる。
7月 多摩陸軍技術研究所生田研究室が分所内に設置され，小林正次副所長が嘱託になる。
1944（昭和 19）年 4月 軍需会社法第二次指定により，軍需工場となる。




1946（昭和 21）年 1月 超短波医療機械，ラジオ諸装置，搬送電話，音響機器，無線通信機，テレビジョン，
以上の基礎研究に必要な真空管部品および材料の生産再開が認可される。
1948（昭和 23）年 10 月 生田研究所跡地は専修大学へ 2200 万円で払い下げられることが決まり，双方で契約調
印が交わされる。専修大学生田校舎開設。











頁）と書かれている。その地として選ばれたのが現・川崎市多摩区枡形 6丁目 19 ～ 20 番地だっ





の 4065 番（現・枡形 6丁目 20 番地）にあり，4063 番（現・枡形 6丁目 19 番地）に山本が住
んでいたという（12）。

















向ヶ丘遊園駅南口より徒歩数分の，川崎市多摩区東生田 1丁目 4～ 6番地には，登戸研究所
員が住む営団住宅があった。この一帯は 1943 年 12 月に住宅営団によって買収された後，登戸
研究所員が住み始めた。ここには伴繁雄，久葉昇ら佐官級所員の戸建住宅 4棟，尉官級所員の








































































（上：登戸　旧１万地形図［1937（昭和 12）年測量，1940（昭和 15）年発行］より，下：1947（昭和 22）
年米軍撮影空中写真USA-M737-20 より，いずれも国土地理院所蔵）
第 18 図　登戸研究所周辺の変遷







整備される。第 18 図が示す通り，1941（昭和 16）年には研究所から津久井道へ通ずる道は整
備されておらず，東生田駅方面に出るのは困難だった。そのため，1943（昭和 18）年に線路




また，東生田駅前や線路周辺は 1944（昭和 19）年 5 月に東京急行電鉄（21）によって買収が
























































（14）森田忠正「生田緑地・飯室山の麓にあった登戸研究所の「住宅営団」」（『あゆたか』第 50 号，稲田郷土史会，2012 年）
p.36。




（17）前出，川村氏証言，岸井氏証言（2015 年 10 月９日，2016 年 10 月 22 日当館聞き取り）より。
（18）前出『小田急五十年史』p.795，原田勝正『南武線　いま　むかし』（多摩川新聞社，1999 年）p.180
（19）前出，岸井氏証言（2016 年４月 27 日，10 月 22 日当館聞き取り）より。
（20）前出，岸井氏証言（2016 年 10 月 22 日当館聞き取り）より。また，現・明大西北門が整備されてから東生田駅
を利用するようになったとの横山氏証言（前出）もこれを裏付ける。
（21）小田急電鉄株式会社は 1942 年に東京横浜電鉄株式会社と合併し，東京急行電鉄株式会社となる。
（22）横浜地方法務局麻生出張所所蔵「旧土地台帳」より（2016 年 11 月８日，12 月 13 日，20 日調査）。
（23）前出，岸井氏証言（2016 年４月 27 日，10 月 22 日当館聞き取り）より。
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森田忠正「生田緑地・飯室山の麓にあった登戸研究所の「住宅営団」」（『あゆたか』第 50 号，稲田郷土史会，2012 年）
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